
天保元年前後(佐藤一斉の研究)

言語: jpn

出版者: 明治大学教養論集刊行会

公開日: 2011-01-18

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 田中, 佩刀

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10291/8761URL



天
保
元
年
前
後
（
佐
藤
一
斎
の
研
究
）

田

中

侃

刀

一

　
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
は
、
佐
藤
一
斎
が
数
え
歳
五
十
九
の
年
で
あ
る
。
此
の
年
の
薦
月
念
六
日
、
－
つ
ま
り
年
の
暮
の
十
二
丹
二
十

六
日
に
伝
習
録
欄
外
書
が
成
っ
て
い
る
。
一
斎
は
青
年
時
代
か
ら
陽
明
学
を
研
究
し
、
大
学
に
関
す
る
著
書
も
有
る
が
、
伝
習
録
欄
外
書
は

一
斎
の
王
学
研
究
の
卦
ど
勘
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
に
於
て
は
、
天
保
元
年
に
至
る
間
の
一
斎
の
大
学
研
究
を
含
む
主
な
著
述
に
就

い
て
の
考
察
、
及
び
天
保
元
年
の
伝
習
録
欄
外
書
、
天
保
六
年
の
言
志
後
録
に
就
い
て
の
考
察
を
、
年
月
順
に
述
べ
て
見
よ
う
と
思
う
。

　
一
斎
は
、
青
年
時
代
か
ら
陽
明
学
に
親
し
み
、
伝
習
録
を
続
み
、
大
学
を
研
究
し
、
大
学
一
家
私
舌
口
を
始
め
と
し
て
、
三
種
の
大
学
関
係

の
著
作
を
遺
し
て
い
る
。
一
斎
の
陽
明
学
は
三
十
歳
に
な
る
前
か
ら
、
「
専
ラ
陽
明
ノ
学
ヲ
講
ジ
テ
一
家
ヲ
ナ
ス
。
」
（
秋
雨
談
）
と
評
さ
れ
て

い
た
程
で
、
早
く
か
ら
陽
明
学
者
と
し
て
頭
角
を
現
し
て
い
た
。
朱
子
学
の
林
家
門
人
で
あ
り
乍
ら
陽
明
学
に
打
ち
込
ん
で
い
た
の
で
あ
る

が
世
間
も
敢
て
其
れ
を
異
と
し
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
天
保
元
年
前
後
の
一
斎
の
著
述
な
ど
に
就
い
て
概
観
し
よ
う
。

　
一
斎
五
十
二
歳
の
文
政
六
年
癸
未
（
一
八
二
三
）
の
九
月
に
は
、
白
鹿
洞
書
院
掲
示
問
の
刻
本
が
で
き
て
い
る
。
又
、
此
の
年
の
暮
ま
で

に
言
志
録
の
稿
が
成
っ
て
い
る
。
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七
年
甲
申
（
一
八
二
四
）
に
は
、
日
本
に
初
め
て
王
文
成
の
大
学
古
本
勇
釈
が
輸
入
さ
れ
た
。
寛
政
年
間
に
一
家
私
言
を
書
い
た
頃
に
は
、

一
斎
は
ま
だ
労
釈
を
見
て
い
な
か
っ
た
。
此
の
年
、
渡
辺
畢
山
が
文
政
四
年
頃
描
い
た
と
見
ら
れ
る
一
斎
の
肖
像
画
に
、
五
十
三
翁
と
し
て

款
記
を
書
い
て
い
る
。

　
九
年
丙
戌
（
一
八
二
六
）
に
は
、
一
斎
は
岩
村
藩
の
老
臣
の
列
に
加
え
ら
れ
庫
米
十
五
口
（
後
に
五
口
の
加
賜
あ
り
）
を
賜
っ
て
い
る
。

二
月
に
一
斎
の
三
女
鉱
が
津
山
藩
士
の
昌
谷
碩
（
士
嚴
）
と
結
婚
し
た
が
、
間
も
な
く
病
に
罹
っ
て
実
家
に
帰
り
、
八
月
に
遂
に
亡
っ
た
。

一
斎
は
其
の
悲
し
み
を
二
首
の
詩
に
し
て
い
る
。
其
の
中
の
一
首
ぱ
、
「
秋
風
騒
至
病
難
支
。
二
十
四
年
梁
一
炊
。
逝
　
芳
魂
招
不
返
。
鱈

蛾
宿
在
桂
花
枝
。
」
と
い
う
。
十
一
月
に
は
、
岩
村
神
主
祭
式
取
調
書
を
著
し
た
。

　
十
年
丁
亥
（
一
八
二
七
）
の
九
月
に
は
小
学
欄
外
書
の
稿
が
成
っ
た
。

　
十
一
年
戊
子
（
一
八
二
八
）
に
は
、
言
志
後
録
の
筆
を
起
し
た
。
又
、
一
斎
の
主
な
詩
を
集
め
て
愛
日
楼
詩
が
編
ま
れ
て
ゐ
る
。

　
十
二
年
己
丑
（
一
八
二
九
）
に
は
、
愛
日
楼
文
詩
（
文
集
と
詩
集
と
を
併
せ
た
も
の
）
の
刻
本
が
完
成
し
て
い
る
。
序
言
に
拠
れ
ば
三
月
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
此
の
年
の
嘉
平
月
つ
ま
り
十
二
月
の
上
溝
に
は
大
学
摘
説
（
大
学
欄
外
書
で
あ
る
）
が
、
同
月
晦
つ
ま
り
月
末
に
は
大
学
古

本
王
文
成
公
労
釈
の
稿
が
成
っ
て
い
る
。
摘
説
と
労
釈
と
は
、
同
じ
月
の
初
め
と
終
り
と
に
で
き
て
い
る
が
、
両
者
と
も
何
年
間
か
の
中
に

書
き
溜
め
ら
れ
た
も
の
を
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
短
時
日
に
書
き
上
げ
た
も
の
で
は
な
い
。
労
釈
と
、
次
に
年
代
推
定
の
略
≧
可
能

な
孟
子
欄
外
書
と
の
間
に
、
中
庸
欄
外
書
・
論
語
欄
外
書
の
成
立
を
推
定
す
べ
き
か
否
か
、
か
つ
て
ぱ
其
れ
を
推
定
し
た
に
も
拘
ら
ず
現
在

の
私
は
判
断
が
つ
か
な
い
。

　
十
三
年
庚
寅
（
一
八
三
〇
）
は
十
二
月
十
日
に
改
元
し
て
天
保
元
年
と
な
っ
た
。
文
政
十
三
年
閣
四
月
に
は
、
門
人
田
辺
漠
夫
が
孟
子
欄

外
書
を
対
校
し
て
い
る
か
ら
、
同
書
の
成
立
は
閏
四
月
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
又
、
言
志
録
（
須
原
屋
板
）
が
八
月
に
刊
行
さ
れ
た
。

天
保
元
年
十
二
月
二
十
六
日
に
は
伝
習
録
欄
外
書
の
稿
が
成
っ
て
お
り
、
薦
月
念
六
日
、
江
都
佐
藤
垣
、
大
道
、
書
於
愛
日
楼
南
軒
と
同
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
天
保
二
年
辛
卯
（
一
八
三
↓
）
に
は
済
豚
略
記
が
成
っ
て
い
る
。

　
三
年
壬
辰
へ
一
八
三
二
）
は
一
斎
六
十
一
歳
、
即
ち
還
暦
で
あ
る
。
言
志
後
録
七
十
二
章
に
曰
く
、
「
思
未
生
時
之
我
、
則
知
天
根
、
思
方

生
時
之
我
、
則
知
天
機
。
（
天
保
壬
辰
＋
月
念
録
。
此
日
為
誕
辰
。
）
」
と
。
此
の
章
を
以
て
一
斎
の
還
暦
の
感
慨
と
見
て
も
宜
し
い
と
思
う
。

　
四
年
癸
巳
（
一
八
三
三
）
は
、
春
王
月
中
欝
に
、
つ
ま
り
一
月
中
旬
に
易
学
啓
蒙
欄
外
書
が
成
っ
た
。
此
の
年
、
門
人
河
田
興
に
八
女
の

紳
を
嫁
が
せ
て
学
問
上
の
点
も
含
め
て
後
継
者
と
し
て
い
る
。
俗
簡
焚
余
に
は
、
此
の
年
に
一
斎
が
望
月
主
水
に
宛
て
た
「
拙
子
何
も
陽
明

学
と
申
す
も
の
に
は
無
之
候
。
云
々
」
の
手
紙
や
、
大
塩
中
斎
（
平
八
郎
）
に
宛
て
た
「
銚
江
之
書
元
よ
り
読
候
得
共
、
只
自
己
之
箴
硬
に

致
し
候
の
み
に
て
、
云
々
」
の
手
紙
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
五
年
甲
午
（
一
八
三
四
）
の
一
月
に
は
、
一
斎
の
元
日
の
詠
が
有
る
。
曰
く
、
「
東
軒
朝
読
易
、
読
罷
一
陰
坤
。
雪
硯
泳
初
溶
、
煙
庭
草
発

屯
。
齢
今
丁
既
済
、
歓
旧
対
家
人
。
腔
子
須
噸
養
、
乾
元
不
老
春
。
」
と
。

　
八
年
丁
酉
（
一
八
三
七
）
の
三
月
二
十
七
日
に
、
大
塩
中
斎
が
自
刃
し
て
い
る
。
十
二
月
頃
、
言
志
後
録
が
成
っ
た
。
同
書
二
百
四
十
三

章
に
は
「
天
保
八
年
嘉
平
月
朔
、
録
。
」
と
あ
る
。
須
原
屋
板
の
言
志
後
録
の
刊
記
に
天
保
六
年
六
月
の
刊
行
と
な
っ
て
い
る
の
は
此
の
点

か
ら
も
不
審
で
あ
る
。

　
九
年
戊
戌
（
一
八
三
八
）
に
は
言
志
晩
録
を
一
月
か
ら
起
筆
し
て
い
る
。
一
即
ち
晩
録
の
冒
頭
に
曰
く
、
「
録
起
天
保
戊
戌
孟
阪
月
、
至
事
氷

己
酉
仲
春
月
。
」
と
。

　
十
年
己
亥
（
一
八
三
九
）
の
十
二
月
に
は
近
思
録
欄
外
書
が
成
っ
た
。
即
ち
薦
月
中
欝
十
日
と
あ
る
。

　
十
一
年
庚
子
（
一
八
四
〇
）
の
二
月
に
は
呉
子
副
詮
が
成
っ
た
。
即
ち
「
春
仲
月
上
欝
二
日
、
識
於
愛
日
楼
南
軒
、
一
斎
居
士
」
と
あ
る
。

又
、
寛
政
十
一
年
よ
り
此
の
年
ま
で
の
書
簡
文
を
ま
と
め
て
、
俗
簡
焚
余
二
巻
が
成
っ
て
い
る
。
　
一
斎
六
十
九
歳
。
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以
上
概
観
し
た
が
、
此
の
間
の
社
会
情
勢
を
見
る
に
、
外
、
異
国
の
船
舶
が
我
が
邦
に
来
っ
て
開
国
通
商
を
迫
る
気
色
が
濃
厚
と
な
り
、

内
、
例
年
の
如
く
各
地
に
百
姓
一
揆
が
起
り
、
ま
た
旱
害
に
よ
る
凶
作
と
飢
縫
、
地
震
、
火
災
、
或
は
米
価
暴
騰
な
ど
、
極
め
て
不
安
な
様

相
を
呈
し
て
い
る
。
就
中
、
文
政
十
一
年
の
越
後
大
地
震
、
天
保
元
年
の
京
畿
大
地
震
、
天
保
七
年
の
諸
国
大
飢
饒
な
ど
は
特
筆
さ
る
べ
き

事
件
で
あ
る
。
然
し
、
こ
う
し
た
事
件
と
一
斎
の
生
活
と
は
、
余
り
関
係
が
無
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
一
斎
は
「
天
資
高
遙
、

精
力
人
に
絶
す
。
夙
に
経
論
の
大
材
を
抱
き
し
も
、
文
儒
を
以
て
自
ら
居
り
、
之
を
事
業
に
施
さ
ず
、
挙
世
之
を
惜
め
り
。
」
と
評
さ
れ
て

い
る
人
物
で
あ
る
。
果
し
て
社
会
諸
情
勢
に
無
関
心
で
あ
っ
た
か
如
何
か
は
、
遽
か
に
断
じ
得
な
い
も
の
が
有
る
。

　
先
ず
、
青
年
時
代
か
ら
陽
明
学
に
志
し
、
大
学
に
強
い
関
心
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
に
就
い
て
考
え
て
見
て
も
、
政
治
と
い
う
も
の
に
対

し
て
一
斎
が
無
関
心
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
更
に
、
言
志
録
及
び
言
志
晩
録
に
見
え
る
政
治
論
政
治
哲
学
論
の
幾
章
か
は
、
右
に
挙
げ

た
社
会
諸
事
情
を
無
視
し
て
い
な
い
一
斎
の
立
場
か
ら
生
れ
て
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

二

『
4

『

　
天
保
元
年
前
後
の
一
斎
の
著
述
等
を
概
観
し
た
が
、
次
に
伝
習
録
欄
外
書
ま
で
の
二
、
三
の
著
述
に
就
い
て
検
討
を
加
え
よ
う
と
思

う
o

　
文
政
六
年
の
白
鹿
洞
書
院
掲
示
問
の
刻
本
は
未
調
査
で
あ
り
、
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
明
治
七
年
十
一
月
に
矢
n
［
泰
の
手
で
公

刊
さ
れ
た
白
鹿
洞
書
院
掲
示
（
一
冊
）
は
佐
藤
一
斎
の
訳
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
此
の
書
と
右
の
掲
示
問
と
の
関
係
も
未
詳
で
あ
る
。
白

鹿
洞
書
院
は
唯
陽
・
嶽
麓
・
石
鼓
の
三
書
院
と
併
せ
て
天
下
の
四
大
書
院
と
呼
ば
れ
た
も
の
の
一
つ
で
、
こ
こ
を
復
旧
再
興
し
た
朱
子
が
掲

げ
た
学
規
が
右
の
掲
示
で
あ
る
。
従
っ
て
、
内
容
は
た
と
え
未
調
査
に
せ
よ
、
掲
示
問
が
朱
子
学
的
内
容
で
あ
る
こ
と
は
大
体
の
想
像
が
つ

く
。



　
此
の
年
に
成
っ
た
言
志
録
は
、
一
斎
の
最
初
の
随
想
録
で
、
人
生
観
、
政
治
論
そ
の
他
に
、
多
彩
な
内
容
を
持
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
う

　
死
生
の
問
題
に
就
い
て
は
、
首
章
に
人
間
の
富
貴
・
貧
賎
・
死
生
・
寿
妖
な
ど
は
全
て
、
一
定
の
数
の
支
配
を
受
け
て
い
る
と
す
る
死
生

有
命
（
論
語
、
顔
淵
第
十
二
）
的
な
随
想
を
述
べ
て
い
る
の
を
始
め
と
し
、
十
章
に
は
、

　
　
人
須
自
省
察
。
天
何
故
生
出
我
身
、
使
我
果
供
何
用
。
我
既
天
物
、
必
有
天
役
。
天
役
弗
共
、
天
答
必
至
。
省
察
到
此
、
則
知
我
身
之

　
不
可
筍
生
。

と
述
べ
て
、
無
目
的
的
な
人
間
の
生
き
方
を
否
定
し
て
い
る
。
又
、
百
三
十
二
章
に
は

　
　
聖
人
安
死
、
賢
人
分
死
、
常
人
畏
死
。

と
し
、
此
の
関
聯
事
項
と
し
て
、
百
三
十
三
章
、
百
三
十
六
章
、
百
三
十
七
章
、
百
三
十
八
章
に
も
死
を
論
じ
て
い
る
。
其
の
要
点
は
、
死

生
の
権
は
天
に
在
り
、
当
に
順
に
之
を
受
く
べ
し
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
い
う
死
生
観
は
ど
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
も
の
か
、
現
在

の
調
査
段
階
に
於
て
断
定
す
る
こ
と
は
避
け
る
が
、
極
め
て
儒
教
的
な
宿
命
観
が
其
の
根
抵
に
在
る
こ
と
だ
け
は
認
め
得
る
と
思
う
。

　
ま
た
、
　
一
斎
特
自
の
見
解
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
鎖
国
日
本
が
諸
外
国
の
接
触
に
よ
り
、
漸
く
近
代
へ
目
を
開
こ
う

と
す
る
時
期
で
あ
り
、
洋
学
の
興
隆
の
見
ら
れ
る
時
期
で
も
あ
る
が
、
一
斎
が
ど
れ
ほ
ど
時
代
の
推
移
を
認
識
し
て
い
た
か
は
興
味
深
い
問

題
で
あ
る
。
嘉
永
六
年
（
一
斎
八
十
二
歳
）
に
亜
米
利
加
の
国
使
（
ペ
ル
リ
）
が
日
本
に
来
た
時
に
、
幕
府
は
林
祭
酒
に
命
じ
て
其
の
国
書
を

和
解
（
醗
訳
）
せ
し
め
、
一
斎
が
其
の
事
を
助
け
た
と
い
う
記
録
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
詳
か
で
は
な
い
が
、
仮
に
訳
文
の
文

章
を
修
正
す
る
の
み
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
　
一
斎
の
周
辺
に
外
国
語
の
雰
囲
気
が
有
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
弘
化
二
年
（
一
斎
七
十
四

歳
）
に
は
古
賀
個
庵
と
共
に
阿
蘭
陀
国
へ
送
る
幕
府
の
書
簡
を
作
製
し
た
り
し
て
い
る
。
外
国
事
情
に
就
い
て
か
な
り
知
っ
て
い
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
時
計
を
愛
し
て
記
洋
製
測
時
器
な
る
文
章
を
綴
る
一
斎
で
あ
る
。
近
代
科
学
の
息
吹
き
に
も
多
少
は
触
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
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、

　
一
斎
は
「
荘
甚
宇
宙
」
（
録
、
百
三
十
一
章
）
と
い
う
表
現
を
以
て
、
此
の
世
界
を
見
て
い
る
。
九
十
一
章
に
は
、

　
　
人
看
月
、
皆
徒
看
也
。
須
於
此
想
宇
宙
無
窮
之
概
。
（
乙
亥
中
秋
月
下
録
）

と
あ
る
の
は
、
や
は
り
科
学
的
な
無
窮
之
概
で
は
あ
る
ま
い
か
。
更
に
百
九
十
七
章
に
は
、

　
　
人
与
万
物
、
畢
寛
不
能
離
地
。
人
・
物
皆
地
也
。
今
試
且
游
心
六
合
外
、
以
傭
鰍
世
界
、
但
見
世
界
如
一
弾
丸
黒
子
、
而
人
．
物
不
可

　
見
。
於
是
思
察
、
此
中
有
川
海
、
有
山
嶽
、
有
禽
獣
・
草
木
、
有
人
類
、
渾
然
成
此
一
弾
丸
。
着
想
到
此
、
乃
知
人
．
物
之
為
地
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
人
間
も
万
物
も
地
に
生
じ
地
に
帰
す
と
い
う
思
想
で
あ
る
が
、
宇
宙
の
観
点
に
立
っ
て
、
弾
丸
黒
子
の
如
き
地
球

（
こ
こ
に
は
地
球
が
円
い
と
い
う
知
識
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
）
を
傍
観
す
る
態
度
に
就
い
て
言
え
ば
、
や
は
り
近
代
的
と
評
し
て
も
い
い

と
思
う
。
こ
う
い
う
点
で
、
儒
教
的
宿
命
観
に
加
え
て
、
一
斎
独
自
の
近
代
人
的
な
見
解
が
有
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
死
も
生
も
天
に
委
ね
る
と
い
う
の
が
、
一
斎
の
基
本
的
な
死
生
観
で
あ
る
が
、
性
或
は
人
間
の
生
命
に
関
し
て
の
一
斎
の
見
解
は
中
々
興

味
深
い
も
の
が
有
る
。
随
想
録
の
中
か
ら
ま
と
ま
っ
た
論
を
抽
き
出
す
こ
と
は
難
し
い
が
、
そ
れ
で
も
一
斎
の
見
解
を
或
る
程
度
識
る
こ
と

が
で
き
る
。
次
に
、
言
志
録
の
中
か
ら
、
性
或
は
生
気
に
関
聯
し
た
章
を
幾
つ
か
引
用
し
て
見
よ
う
。

　
　
性
稟
諸
天
、
躯
殻
受
諸
地
。
天
純
粋
無
形
。
無
形
則
通
。
乃
一
於
善
而
己
。
地
駁
雑
有
形
。
有
形
則
滞
。
故
兼
善
悪
。
…
…
性
之
善
与

　
躯
殻
之
兼
善
悪
、
亦
如
此
。
　
（
百
八
章
）

　
　
人
不
能
無
欲
。
欲
能
為
悪
。
天
既
賦
人
以
性
之
善
者
、
而
又
必
溺
之
以
欲
之
悪
者
。
天
何
不
使
人
初
無
欲
。
欲
果
何
用
也
。
余
謂
、
欲

　
老
人
身
之
生
気
・
膏
脂
・
精
液
之
所
蒸
也
。
有
此
而
生
、
無
此
而
死
。
…
…
（
百
十
章
）

　
　
人
身
之
生
気
、
乃
地
気
之
精
也
。
故
生
物
必
有
欲
。
地
兼
善
悪
。
故
欲
亦
有
善
悪
。
　
（
百
十
一
章
）

　
　
草
木
之
有
生
気
、
而
日
暢
茂
是
其
欲
也
。
…
…
如
人
亦
従
躯
殻
之
欲
、
則
欲
漏
。
欲
漏
、
則
神
耗
、
不
能
霊
也
。
故
窒
欲
於
外
、
則
生

気
畜
於
内
、
而
心
及
霊
、
身
亦
健
　
。
　
（
百
＋
二
章
）
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人
能
窒
欲
、
則
心
身
並
得
其
養
、
亦
如
此
。
　
（
百
十
三
章
）

　
　
学
者
当
徳
与
歯
長
、
業
遂
年
広
。
四
十
以
後
之
人
、
血
気
漸
衰
。
最
宜
戒
駄
第
。
不
然
、
神
昏
気
耗
、
徳
業
不
能
致
遠
。
不
独
戒
在
少

　
之
時
。
　
（
百
六
十
章
）

　
　
少
壮
人
、
精
固
閉
而
不
少
漏
亦
不
可
。
神
滞
而
不
暢
。
過
度
則
又
自
状
焉
。
…
…
（
百
六
十
四
章
）

　
　
情
之
本
体
、
即
性
也
。
則
悪
之
本
体
、
即
善
也
。
悪
亦
不
可
不
謂
之
性
。
　
（
二
百
二
十
六
章
）

　
　
不
定
而
定
、
謂
之
死
妄
。
宇
宙
間
、
唯
有
此
活
道
理
充
塞
焉
、
万
物
得
此
、
以
成
其
性
。
所
謂
物
与
兄
妄
也
。
　
（
二
百
四
十
一
章
）

　
　
…
：
生
固
活
也
。
死
亦
活
也
。
　
（
二
百
四
十
二
章
）

　
以
上
の
諸
例
を
見
る
と
、
一
斎
の
述
べ
る
生
命
観
は
、
儒
教
的
宇
宙
本
体
観
に
も
繋
が
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
百
八
章
の
引
例
ば
、
一
部
分
を
省
略
し
た
の
で
筋
が
通
り
に
く
い
様
で
あ
る
が
、
性
は
天
か
ら
受
け
る
も
の
で
、
天
は
純
粋
で
無
形
で
自

由
で
善
で
あ
る
こ
と
。
身
体
は
地
か
ら
受
け
た
も
の
で
、
地
は
複
雑
で
有
形
で
不
自
由
で
善
と
悪
と
を
兼
ね
備
え
て
い
る
こ
と
。
こ
の
善
悪

を
兼
ね
備
え
て
い
る
こ
と
は
、
響
え
ば
、
風
雨
が
万
物
を
生
育
す
る
反
面
、
破
壊
す
る
場
合
も
有
る
の
と
同
じ
こ
と
だ
、
と
し
て
い
る
。
そ

う
し
て
、
此
れ
と
同
様
だ
と
し
て
、
「
性
は
善
な
る
こ
と
と
、
身
体
は
善
・
悪
を
兼
ね
備
え
て
い
る
こ
と
。
」
を
結
論
し
て
い
る
の
は
注
目
す

べ
き
で
あ
る
。

　
次
に
百
十
章
は
、
人
間
の
欲
望
に
就
い
て
論
じ
て
お
り
、
天
は
人
に
善
な
る
性
を
賦
与
し
な
が
ら
、
悪
の
欲
望
を
以
て
人
の
善
な
る
性
を

濁
ら
せ
て
い
る
。
然
し
、
此
の
欲
望
は
、
身
体
の
生
気
・
あ
ぶ
ら
・
精
液
の
所
産
で
あ
っ
て
、
此
れ
が
有
る
か
ら
生
き
て
お
り
、
無
く
な
れ

ば
死
ぬ
の
だ
、
と
し
て
い
る
。

　
百
十
一
章
は
、
其
の
欲
望
を
更
に
説
明
し
て
い
る
わ
け
で
、
人
間
の
身
体
の
生
気
は
地
気
の
精
で
あ
る
と
し
、
百
八
章
の
立
論
か
ら
地
は

善
悪
を
兼
ね
て
い
る
の
で
、
欲
望
も
善
悪
を
兼
ね
て
い
る
と
す
る
。
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百
十
二
章
は
、
欲
望
の
内
容
を
具
体
的
に
指
摘
し
た
も
の
で
、
腿
殻
の
欲
と
あ
る
か
ら
に
は
、
此
れ
を
性
欲
と
解
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
欲
を

漏
せ
ば
精
神
が
消
耗
し
、
欲
を
貯
え
れ
ば
、
生
気
が
貯
え
ら
れ
心
が
霊
妙
に
働
き
身
体
が
健
康
に
な
る
、
と
言
っ
て
い
る
。
百
十
三
章
も
同

じ
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
百
六
十
章
は
右
の
理
由
か
ら
、
四
十
歳
以
上
の
学
老
は
房
事
を
慎
む
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
百
六
十
四
章
は

少
壮
の
人
の
禁
欲
生
活
は
却
っ
て
精
神
を
渋
滞
さ
せ
て
し
ま
う
か
ら
、
適
当
に
漏
ら
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
二
百
二
十
六
章
は
、
解
釈
上
疑
義
の
有
る
章
で
あ
る
。
情
の
本
体
が
性
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
言
志
後
録
八
十
二
章
の
「
性
之
動
為

情
。
」
と
い
う
点
か
ら
も
納
得
で
き
る
が
、
則
悪
之
本
体
、
既
善
也
は
何
か
ら
抽
き
出
さ
れ
て
来
る
の
か
問
題
で
あ
る
。
則
の
字
が
有
る
の

で
、
前
文
を
条
件
と
し
て
、
性
ナ
レ
バ
則
チ
悪
ノ
云
々
と
訓
む
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
私
は
寧
ろ
条
件
に
ぱ
し
な
い
方
が
良
い
と
思
う
。
つ

ま
り
、
「
情
の
本
体
は
性
で
あ
る
。
悪
の
本
体
は
善
で
あ
る
。
悪
も
性
と
謂
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」
と
解
し
て
、
悪
の
本
体
が
何
故
善
で
あ

る
か
を
検
討
す
る
と
、
百
十
章
に
述
べ
る
如
く
、
天
は
人
に
善
な
る
性
を
賦
与
し
て
い
る
が
、
同
時
に
欲
望
と
い
う
悪
も
与
え
て
い
る
。
但

し
、
此
の
欲
望
が
有
っ
て
人
間
は
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
百
八
章
に
説
く
如
く
、
善
な
る
性
を
与
え
ら
れ
て
い
る
人
間
の
身
体
に

は
、
善
と
悪
と
が
共
存
す
る
。
つ
ま
り
悪
を
有
す
る
本
体
で
あ
る
人
間
は
、
善
な
る
性
を
賦
与
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
悪
も
性
の
範

疇
の
中
に
入
れ
て
考
え
ら
れ
る
、
と
い
う
事
で
あ
ろ
う
。
此
の
章
の
悪
を
欲
望
の
意
に
解
す
れ
ば
、
納
得
し
難
い
論
理
で
は
な
い
。

　
但
し
、
二
百
二
十
六
章
に
類
似
す
る
言
葉
と
し
て
二
程
全
書
巻
一
の
、

　
　
善
固
性
也
。
然
悪
亦
不
可
不
謂
之
性
也
。

と
か
、
或
は
伝
習
録
巻
下
の
、

　
　
先
生
日
、
至
善
者
心
之
本
体
。
本
体
上
才
過
当
些
子
、
便
是
悪
了
。
不
是
有
一
箇
善
都
又
有
一
笛
悪
来
相
対
也
。
故
善
悪
只
是
一
物
。

な
ど
が
有
り
、
此
の
方
ぱ
意
味
も
良
く
通
ず
る
の
で
あ
る
が
、
二
百
二
十
六
章
の
方
は
則
の
一
字
の
為
に
解
釈
に
疑
問
が
生
じ
て
い
る
。

　
二
百
四
十
一
章
の
「
不
定
に
し
て
定
は
之
を
兄
妄
と
謂
ふ
」
の
先
妄
は
易
の
天
雷
光
妄
を
指
し
て
い
る
。
天
雷
先
妄
≡
聾
は
（
震
下
乾
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上
）
と
い
う
卦
で
あ
っ
て
、
妄
仮
無
き
こ
と
、
即
ち
至
真
至
誠
、
天
道
運
行
の
象
を
意
味
し
て
い
る
。
四
時
の
推
移
は
不
定
で
あ
る
が
、
其

の
順
序
は
定
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
斎
は
此
の
兄
妄
を
活
道
理
（
物
に
兄
妄
を
与
ふ
る
な
り
）
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
う
し
て
次
の
二
百

四
十
二
章
に
は
、
物
・
事
も
、
生
・
死
も
、
全
て
活
動
し
て
い
る
の
だ
と
し
て
い
る
。
即
ち
牙
妄
な
る
活
道
理
に
従
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

言
志
後
録
の
九
十
九
章
に
は
、

　
　
古
往
今
来
、
生
生
不
息
。
精
気
為
物
、
天
地
未
嘗
増
一
物
。
游
魂
為
変
、
天
地
未
嘗
減
一
気
。

と
あ
る
が
、
此
れ
は
、
生
固
活
也
、
死
亦
活
也
の
裏
附
け
に
な
る
言
葉
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
一
斎
の
生
命
観
を
要
約
す
る
と
、
先
ず
人
間
の
生
死
は
天
の
支
配
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
不
定
而
定
な
る
元
妄
の
活

道
理
、
つ
ま
り
一
種
の
法
則
に
従
っ
て
い
る
。
生
死
を
超
え
て
天
が
人
間
に
賦
与
し
て
い
る
も
の
が
性
で
あ
る
。
そ
う
し
て
欲
が
有
る
状
態

が
生
で
、
欲
が
無
い
状
態
が
死
で
あ
る
。
欲
が
有
る
状
態
の
場
合
に
は
肉
体
が
有
る
。
肉
体
は
地
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て

地
気
の
精
を
受
け
て
生
気
が
有
る
。
地
は
本
来
、
善
と
悪
と
を
兼
ね
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
欲
に
も
善
と
悪
と
が
有
る
ー
と
述
べ
て
い
る

こ
と
に
な
る
が
、
生
と
死
、
肉
体
と
欲
望
と
い
う
よ
う
な
問
題
に
、
善
悪
の
よ
う
な
倫
理
観
が
入
っ
て
来
て
い
る
点
で
、
極
め
て
儒
教
的
な

生
命
観
だ
と
言
え
よ
う
Q

　
言
志
録
に
於
て
は
、
右
に
述
べ
た
こ
と
以
外
に
も
、
政
治
の
問
題
や
孝
の
問
題
な
ど
に
就
い
て
注
目
す
べ
き
所
論
も
多
い
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
又
、
言
志
録
に
於
け
る
一
斎
の
立
場
が
朱
子
学
か
陽
明
学
か
と
い
う
点
に
就
い
て
は
、
現
在
の
調
査
段
階
で
は
遽
か

に
断
定
を
下
し
難
い
。
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文
政
十
年
丁
亥
九
月
に
は
小
学
欄
外
書
が
成
っ
て
い
る
。
小
学
は
漢
学
に
志
す
者
の
最
初
に
読
む
べ
き
書
物
と
さ
れ
て
い
た
（
初
学
課
業



次
第
）
。
小
学
は
朱
子
の
意
を
受
け
て
劉
子
澄
が
編
纂
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
朱
子
学
派
に
於
て
は
や
は
り
重
ん
ず
べ
き
書
の
一

つ
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
小
学
欄
外
書
の
中
で
｝
斎
は
訓
誌
を
主
と
し
て
い
る
が
、
内
容
の
批
判
を
し
た
箇
所
も
有
る
。
一
斎
の
立
場
は
概

ね
朱
子
学
と
陽
明
学
と
を
折
衷
し
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
。
な
お
小
学
欄
外
書
に
関
し
て
は
、
昭
和
三
十
八
年
刊
の
東
京
支
那
学
報
第
九
号

（
東
大
、
東
京
支
那
学
会
）
に
拙
稿
層
「
小
学
欄
外
書
考
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
其
れ
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

　
文
政
十
一
年
に
一
斎
は
言
志
後
録
の
筆
を
起
し
て
い
る
が
、
後
録
に
就
い
て
は
も
う
少
し
筆
を
進
め
て
か
ら
採
り
上
げ
よ
う
と
思
う
。

　
文
政
十
一
年
か
ら
翌
十
二
年
に
か
け
て
愛
日
楼
文
詩
四
冊
が
で
き
た
。
文
集
三
冊
、
詩
集
一
冊
で
あ
る
。
詩
文
に
か
け
て
は
定
評
の
有
る

一
斎
で
あ
り
、
猪
飼
敬
所
も
、

　
　
一
斎
愛
日
楼
詩
文
集
、
昨
年
出
候
。
定
メ
テ
御
覧
ト
存
候
。
当
春
一
斎
ヨ
リ
日
野
公
へ
托
シ
、
拙
評
ヲ
乞
候
。
先
頃
両
三
遍
読
候
処
、

　
此
人
識
見
有
レ
之
ノ
、
・
・
ナ
ラ
ス
、
文
章
二
用
一
一
心
力
「
ト
見
工
、
議
論
確
実
、
文
詞
典
雅
、
本
邦
近
儒
之
文
ニ
ハ
、
希
有
ト
存
候
。
云
々

　
（
猪
飼
敬
所
書
束
集
、
巻
二
）

と
評
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
右
に
は
一
斎
の
代
表
的
詩
文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
資
料
的
に
も
価
値
の
有
る
も
の
が
集

め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
愛
日
楼
文
詩
は
扱
わ
な
い
こ
と
に
し
た
い
。

　
愛
日
楼
文
詩
の
刻
本
は
文
政
十
二
年
三
月
に
成
っ
て
い
る
が
、
同
年
十
二
月
上
旬
に
大
学
摘
説
が
で
き
て
い
る
。
比
れ
は
一
斎
が
青
年
時

代
に
著
し
た
大
学
一
家
私
言
を
改
訂
し
た
も
の
で
、
大
学
欄
外
書
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
大
学
は
王
陽
明
の
伝
習
録
の
中
に
極
め
て
尊
重
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
謂
わ
ば
陽
明
学
の
教
科
書
で
あ
る
か
ら
、
一
斎
も
青
年
時
代

か
ら
熟
読
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大
学
一
家
私
言
も
大
学
摘
説
も
、
陽
明
学
の
立
場
か
ら
著
さ
れ
て
お
り
、
特
に
私
言
に
ぱ
か
な
り
酷
し

い
朱
説
批
判
が
見
ら
れ
る
。
そ
う
し
て
陽
明
学
派
の
諸
註
を
引
用
し
な
が
ら
も
、
｝
斎
自
身
の
態
度
を
持
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
即
ち
一
斎
は
徒
ら
に
朱
説
を
批
判
す
る
の
で
も
な
く
、
王
説
に
盲
徒
す
る
の
で
も
な
く
、
極
め
て
公
正
な
見
解
を
執
っ
て
い
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る
。
大
学
欄
外
書
に
関
し
て
は
、
昭
和
三
十
九
年
三
月
刊
の
明
大
和
泉
校
舎
研
究
室
紀
要
、

察
」
と
題
す
る
拙
稿
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
其
れ
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

第
二
十
六
号
（
明
大
）
に
「
大
学
欄
外
書
の
考

四

　
文
政
十
二
年
己
丑
十
二
月
末
日
に
は
大
学
古
本
勇
釈
が
成
っ
て
い
る
。
大
学
欄
外
書
（
摘
説
）
よ
り
約
二
十
日
間
遅
れ
て
成
立
し
て
い
る

訣
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
両
書
と
も
長
い
時
日
を
か
け
て
執
筆
さ
れ
て
い
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
大
学
欄
外
書
、
大
学

古
本
労
釈
と
次
ぎ
く
に
著
し
た
動
機
に
は
、
大
学
古
本
労
釈
の
一
斎
の
序
文
に
見
え
る
如
く
、
文
政
七
年
に
日
本
に
渡
っ
て
来
た
王
陽
明

の
大
学
古
本
労
釈
を
入
手
し
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
大
学
欄
外
書
と
大
学
古
本
勇
釈
（
以
下
考
釈
と
略
称
す
る
）
と
の
大
き
な
違
い
は
、
券
釈
に
は
大
学
の
本
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
頭
註
は
両
書
に
共
通
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　
労
釈
は
、
現
在
ま
で
の
調
査
で
は
、
写
本
と
活
字
本
と
の
二
種
類
が
有
る
。

　
写
本
の
方
は
和
刻
本
と
思
わ
れ
る
「
大
学
、
附
録
大
学
問
」
（
刊
記
無
し
）
に
序
文
五
葉
（
筆
写
）
を
綴
じ
込
み
、
王
陽
明
の
勇
釈
と
一
斎

の
労
釈
補
及
び
頭
註
を
筆
で
書
き
入
れ
た
も
の
で
、
先
頃
、
東
京
本
郷
の
古
書
騨
R
よ
り
、

　
　
大
学
　
付
大
学
問
　
　
　
　
一
冊
　
五
千
円
　
　
　
　
　
巻
頭
に
佐
藤
一
斎
の
「
大
学
古
本
勇
釈
序
」
書
入
有
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
「
愛
日
楼
罫
紙
」
を
用
ひ
明
細
書
入
有
。
多
分
佐
藤
一
斎
の
書
入
な
ら
ん

と
し
て
売
り
に
出
た
も
の
で
、
現
在
は
明
治
大
学
図
書
館
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
。
此
の
書
の
巻
頭
に
綴
じ
込
ん
で
あ
る
一
斎
の
大
学
古
本

労
釈
序
と
王
陽
明
の
古
本
序
と
計
五
葉
の
筆
蹟
、
及
び
古
本
大
学
に
加
え
ら
れ
た
勇
釈
と
頭
註
の
筆
蹟
は
、
筆
者
の
調
べ
た
限
り
で
は
一
斎

の
筆
蹟
の
特
徴
と
合
致
し
な
い
。
序
文
五
葉
は
愛
日
楼
紗
本
と
欄
外
に
記
し
て
あ
る
朱
色
の
罫
紙
に
書
い
て
あ
る
が
、
此
れ
が
一
斎
の
み
が
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用
い
た
罫
紙
か
否
か
詳
か
で
は
な
い
。
此
の
写
本
を
「
書
入
れ
本
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
活
字
本
は
、
明
治
三
十
六
年
に
活
版
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
、
南
部
保
城
氏
編
輯
の
啓
新
書
院
叢
書
の
一
冊
と
し
て
「
大
学
古
本
勇
釈
」
と

題
さ
れ
て
い
る
。
此
の
活
字
本
を
「
啓
新
本
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
書
入
れ
本
も
啓
新
本
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
の
内
題
は
「
大
学
古
本
」
と
な
っ
て
お
り
、
書
入
れ
本
に
は
其
の
下
に
「
王
文
成
公
薯
釈
」

と
記
し
、
啓
新
本
で
は
行
を
改
め
て
「
王
文
成
勇
釈
」
　
（
公
の
字
は
無
い
）
と
記
し
て
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
一
斎
の
勇
釈
は
王
陽
明
の
大
学

古
本
勇
釈
が
日
本
で
は
未
見
の
書
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
紹
介
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
て
著
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
又
、
大
学
問

を
附
し
た
経
緯
と
し
て
は
、
一
斎
の
序
文
に

　
　
銭
徳
洪
日
、
大
学
問
郷
謙
之
嘗
附
刻
於
大
学
古
本
、
而
其
蹟
載
在
東
廓
集
。
則
郷
氏
刻
本
、
其
有
大
学
澗
可
知
也
。
余
今
重
訂
之
、
序
、

取
文
録
所
収
者
。
勇
釈
、
極
為
簡
易
、
因
亦
僑
補
数
条
、
除
去
李
本
附
録
、
依
倣
梛
本
、
以
大
学
問
附
焉
。
云
々

と
あ
る
。
大
学
に
大
学
問
を
附
し
て
あ
る
の
は
、
書
入
れ
を
本
を
見
れ
ば
分
る
如
く
、
版
本
に
始
め
か
ら
附
録
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ

る
。
従
っ
て
一
斎
が
右
の
序
文
に
述
べ
て
い
る
の
は
、
一
斎
も
大
学
問
を
附
録
し
た
と
い
う
其
の
経
緯
を
述
べ
て
い
る
の
だ
と
認
め
ら
れ

る
。
又
、
大
学
問
は
、
一
斎
は
若
い
頃
か
ら
読
ん
で
い
た
筈
で
あ
る
。
何
故
な
ら
一
斎
は
伝
習
録
欄
外
書
の
序
文
に
、

　
　
余
於
此
録
、
就
三
輪
執
斎
刻
本
読
之
、
歳
月
巳
久
。
云
々

と
述
べ
て
お
り
、
此
の
三
輪
執
斎
刻
本
と
は
標
註
伝
習
録
（
正
徳
二
年
）
の
こ
と
で
、
同
書
に
は
大
学
問
が
附
録
さ
て
い
る
。

　
書
入
れ
本
で
は
、
筆
写
の
序
文
が
、
大
学
古
本
勇
釈
序
（
一
斎
）
・
文
成
古
本
序
字
解
（
一
斎
）
の
順
で
、
版
本
の
大
学
古
本
序
（
王
陽
明
）
．

大
学
本
文
・
大
学
問
・
同
蹟
の
前
に
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
啓
新
本
で
は
、
王
陽
明
の
肖
像
・
王
文
成
公
画
像
清
彰
定
求
顛
．
王
新
建
大
学
序
．

同
序
字
解
（
一
斎
）
・
大
学
古
本
労
釈
序
（
一
斎
）
・
大
学
本
文
・
大
学
問
・
同
蹟
の
順
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
書
入
れ
本
に
は
句
読
点
を
施
し

て
あ
る
が
、
啓
新
本
に
は
句
読
点
の
外
に
返
り
点
も
施
し
て
あ
る
。
此
の
返
り
点
は
編
輯
者
の
南
部
保
城
氏
が
施
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
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書
入
れ
本
と
啓
新
本
と
は
細
か
い
箇
所
で
異
同
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
王
陽
明
の
大
学
古
本
序
（
王
新
建
大
学
序
と
同
じ
）
の
頭
註
は
啓
新

本
に
は
有
る
が
書
入
れ
本
に
は
無
い
。
同
序
の
終
り
の
「
正
徳
戊
寅
秋
七
月
余
銚
王
守
仁
序
」
の
一
句
は
、
啓
新
本
に
は
無
い
が
書
入
れ
本

に
は
有
る
。

　
王
陽
明
の
大
学
古
本
序
の
一
斎
の
字
解
を
見
る
と
、

　
　
不
本
於
致
知
而
徒
以
格
物
誠
意
者
、
吾
謂
之
妄
作
、
不
取
也
。

と
啓
新
本
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
書
入
れ
本
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
の

　
　
…
…
吾
謂
之
虚
岡
不
取
也
。

と
な
っ
て
い
る
。
因
み
に
、
大
学
欄
外
書
附
録
で
は
啓
新
本
と
同
じ
で
あ
る
。

　
右
の
程
度
の
異
同
は
約
四
十
箇
所
程
度
見
ら
れ
る
が
、
概
ね
伝
写
の
際
に
見
ら
れ
る
誤
字
・
脱
字
の
類
と
考
え
ら
れ
、
内
容
的
に
は
書
入

れ
本
も
啓
新
本
も
（
註
の
有
無
を
別
と
し
て
）
大
差
は
無
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
頭
註
に
就
い
て
は
、
啓
新
本
に
は
序
文
か
ら
附
録
に
至
る
ま
で
註
が
施
さ
れ
て
い
る
の
に
、
書
入
れ
本
で
は
「
物
有
本
末
」
に
就
き
二
項
、

「
楚
国
無
以
為
宝
」
に
就
き
一
項
の
頭
註
が
有
る
の
み
で
、
そ
れ
も
啓
新
本
、
大
学
一
家
私
言
、
大
学
欄
外
書
（
摘
説
）
に
共
通
す
る
も
の

は
な
い
。

　
書
入
れ
本
の
頭
註
は
伝
習
録
に
拠
る
も
の
で
あ
る
が
、
啓
新
本
の
頭
註
は
諸
書
に
拠
っ
て
い
る
。
此
の
啓
新
本
の
頭
註
に
就
き
、
或
は
編

輯
老
の
南
部
保
城
氏
が
施
し
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
一
抹
の
疑
惑
は
有
る
が
、
「
曽
子
日
、
十
目
：
…
・
」
の
註
は
大
学
欄
外
書
に
共

通
し
、
「
聴
訟
」
「
之
其
所
」
「
不
出
家
」
「
平
天
下
」
「
争
民
施
奪
」
の
註
も
大
学
欄
外
書
に
共
通
し
て
い
る
。
従
っ
て
や
は
り
一
斎
の
頭
註

と
し
て
扱
っ
て
置
こ
う
と
思
う
が
、
他
日
更
に
此
の
点
に
就
い
て
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。

　
啓
新
本
の
頭
註
は
、
出
所
典
拠
の
不
明
な
も
の
も
か
な
り
有
る
が
、
大
学
問
に
拠
る
も
の
、
傳
習
録
に
拠
る
も
の
、
四
書
問
癬
録
（
高
操
）
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に
拠
る
も
の
等
の
他
に
、
鄭
維
岳
の
知
新
日
録
に
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
徐
巌
泉
の
説
を
か
な
り
引
用
し
て
い
る
の
が
目
に
つ
く
。

　
啓
新
本
の
本
文
の
頭
註
を
概
観
す
る
と
、
先
ず
「
大
学
」
に
就
い
て
は
、
大
学
一
家
私
言
の
頃
か
ら
と
同
じ
よ
う
に
、
王
陽
明
の
　
＝
口
葉
を

引
い
て
、
大
学
は
大
人
の
学
で
、
天
地
万
物
を
一
体
と
す
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
。

　
「
致
知
格
物
」
に
就
い
て
は
、
や
は
り
王
説
に
従
っ
て
、
致
は
至
、
知
は
良
知
・
是
非
の
心
、
格
は
正
す
、
物
は
事
、
で
あ
る
と
し
、
ま

た
大
学
の
工
夫
ぱ
全
て
格
物
致
知
に
あ
り
、
此
れ
即
ち
誠
意
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
此
れ
も
私
量
口
．
摘
説
と
同
じ
で
あ
る
が
、
物
は

事
で
あ
る
と
し
た
の
は
私
言
・
摘
説
に
は
無
か
っ
た
見
解
で
あ
る
。
な
お
大
学
問
の
頭
註
に
は
王
陽
明
の
言
口
葉
を
引
き
、
格
物
致
知
か
ら
平

天
下
ま
で
は
、
た
だ
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
親
民
に
し
て
も
明
徳
の
こ
と
で
あ
る
、
と
註
し
、
或
は
正
心
誠
立
目
心
致
知
格
物
ぱ
、
全

て
身
を
脩
め
る
所
以
の
も
の
で
あ
り
、
格
物
は
脩
身
に
力
を
用
い
る
所
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
即
ち
致
知
格
物
説
は
王
説
を
そ
の
ま

ま
踏
襲
し
て
い
る
と
見
敬
し
得
る
。

　
啓
新
本
の
大
学
問
の
頭
註
に
、

　
　
傳
習
録
陸
澄
録
日
、
澄
、
問
学
庸
同
異
。
先
生
日
、
子
思
括
大
学
一
書
之
義
、
為
中
庸
首
章
。

　
　
一
斎
子
日
、
大
学
首
章
、
自
大
学
之
道
至
天
下
平
。
中
庸
首
章
、
自
天
命
至
万
物
育
焉
。

と
あ
る
の
は
、
大
学
と
中
庸
と
の
関
聯
に
就
い
て
の
王
陽
明
の
説
を
引
き
、
更
に
大
学
及
び
中
庸
の
首
章
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
右

の
傳
習
録
の
引
用
文
は
、
中
庸
欄
外
書
の
「
全
篇
大
意
」
の
註
に
其
の
ま
ま
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
ぱ
、
　
一
斎
が
大
学
の
首
章
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
、
此
れ
は
大
学
一
家
私
言
．
摘
説
（
欄
外
書
）
に
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
一
斎
の
私
言
・
摘
説
に
は
分
章
は
無
く
、
勇
釈
に
は
段
落
が
有
る
の
み
で
、
其
の
段
落
が
章
で
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
大
学
の
首
章
は
大
学
之
道
か
ら
此
謂
知
之
至
也
ま
で
で
な
く
て
ぱ
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
一
斎
が
途
中
の
天
下
平
で
首
章
を
切
っ
た
こ

と
は
特
殊
な
こ
と
で
、
恐
ら
く
一
斎
は
天
下
平
ま
で
を
首
章
と
し
て
、
其
の
首
章
に
大
学
一
書
の
義
を
見
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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一
斎
は
私
言
に
於
て
も
、
王
説
を
根
抵
と
し
て
、
「
大
学
一
書
莫
要
於
誠
意
。
」
と
し
、
「
王
子
以
誠
意
之
極
、
為
止
至
善
。
其
功
蓋
与
中

庸
之
自
誠
身
進
於
至
誠
同
。
」
の
如
く
中
庸
と
の
繋
が
り
を
考
え
て
お
り
、
ま
た
「
中
庸
誠
身
終
於
至
誠
、
其
功
在
明
善
。
大
学
誠
意
極
於

至
善
、
其
功
在
致
格
。
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
更
に
、
「
楊
氏
時
云
、
大
学
之
脩
身
斉
家
治
国
平
天
下
、
其
本
只
是
正
心
誠
意
而
已
。
」
と
註

し
て
い
る
。
以
上
の
見
解
は
大
学
摘
説
に
於
て
も
略
≧
同
じ
で
あ
り
、
例
え
ば
「
誠
意
一
段
、
是
一
書
関
鍮
処
。
其
功
在
致
格
、
而
極
在

至
善
。
」
と
し
、
或
は
陽
明
の
言
葉
を
引
い
て
慎
独
を
註
し
て
「
大
学
中
庸
之
旨
一
也
。
」
と
し
て
い
る
。
此
の
よ
う
な
大
学
と
中
庸
と
を
結

び
つ
け
た
点
か
ら
、
一
斎
が
天
下
平
ま
で
を
首
章
と
し
、
其
の
首
章
に
大
学
一
書
の
義
を
見
、
且
つ
中
庸
首
章
と
の
関
聯
を
考
え
た
と
し
て

も
肯
け
な
い
こ
と
は
な
い
と
思
う
Q

　
大
学
古
本
労
釈
を
一
斎
が
著
し
た
意
義
は
、
王
陽
明
の
同
書
の
紹
介
並
び
に
大
学
の
テ
キ
ス
ト
出
版
と
い
う
こ
と
で
な
か
っ
た
か
と
思

う
。
私
言
・
摘
説
共
に
註
の
み
で
あ
る
の
に
反
し
て
、
本
文
を
掲
げ
た
所
に
第
一
の
特
色
が
有
る
。
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
他
に
一
斎
点
の

四
書
中
の
大
学
が
有
る
と
謂
わ
れ
て
い
る
が
、
今
の
調
査
段
階
で
は
其
の
内
容
が
不
明
で
あ
る
。
若
し
一
斎
点
大
学
と
勇
釈
と
を
比
較
す
る

こ
と
が
で
き
た
ら
、
一
斎
の
大
学
に
就
い
て
の
見
解
を
よ
り
は
っ
き
り
さ
せ
る
事
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
な
お
一
斎
点
の
五
経
中
の
礼
記
か
ら

は
大
学
は
省
か
れ
て
い
る
。
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昭
和
三
十
九
年
三
月
刊
、
明
大
和
泉
校
舎
研
究
室
紀
要
所
収
の
拙
稿
「
大
学
欄
外
書
の
考
察
」
の
中
で
、
大
学
古
本
労
釈
の
次
に
、
中
庸

欄
外
書
、
論
語
欄
外
書
、
孟
子
欄
外
書
の
順
に
成
立
年
次
を
推
定
し
た
が
、
其
の
後
の
調
査
で
中
庸
欄
外
書
と
論
語
欄
外
書
と
に
就
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

や
は
り
順
序
か
ら
外
し
て
未
詳
に
入
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
が
強
く
な
っ
た
。

　
孟
子
欄
外
書
は
文
政
十
三
年
閏
四
月
以
前
の
成
立
で
あ
る
か
ら
、
傳
習
録
欄
外
書
よ
り
も
先
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
一



方
、
中
庸
欄
外
書
と
論
語
欄
外
書
に
は
、
成
立
年
次
推
定
の
手
が
か
り
に
な
る
よ
う
な
も
の
は
一
つ
も
無
い
σ
中
庸
欄
外
書
に
は
伝
習
録
の

引
用
が
多
く
、
他
に
高
操
の
四
書
問
辮
録
な
ど
諸
書
か
ら
の
引
用
が
有
る
が
、
朱
子
語
類
な
ど
朱
説
の
引
用
も
幾
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
点
が
、

か
な
り
一
斎
の
其
れ
迄
の
著
書
と
比
し
て
目
立
つ
特
色
で
あ
る
。
論
語
欄
外
書
も
良
知
説
な
ど
を
引
く
一
方
で
は
「
陽
明
之
説
、
似
矯
柾
過

直
。
」
な
ど
と
い
う
評
も
見
え
る
の
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
中
庸
及
び
論
語
欄
外
書
は
、
伝
習
録
欄
外
書
よ
り
も
後
に
位
置
せ
亡
め
る
方
が

良
い
よ
う
な
気
も
し
て
来
る
。
従
っ
て
中
庸
及
び
論
語
欄
外
書
の
成
立
年
次
は
、
現
在
の
調
査
段
階
で
は
未
詳
と
い
う
こ
と
で
、
本
稿
で
は

触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

　
孟
子
欄
外
書
（
写
本
二
冊
）
に
就
い
て
も
、
内
容
が
曲
豆
富
で
あ
る
か
ら
、
別
な
機
会
に
改
め
て
検
討
し
た
い
と
思
う
が
、
孟
子
欄
外
書

で
幡
王
陽
明
の
説
の
引
用
は
極
め
て
少
く
、
一
斎
の
見
解
は
今
ま
で
の
著
書
に
較
べ
る
と
か
な
り
多
く
、
そ
う
い
う
点
で
特
色
が
有
る
と
言

え
る
。

　
孟
子
の
序
説
の
韓
子
日
の
第
三
条
の
註
に
、

　
　
余
嘗
日
、
四
書
有
道
統
之
次
序
、
有
工
夫
之
次
序
、
又
有
書
体
之
次
序
。
以
道
統
則
宜
以
孔
子
論
語
為
先
。
次
曽
子
大
学
。
次
子
思
中

　
庸
。
而
孟
子
為
後
。
以
工
夫
則
宜
先
読
大
学
以
定
規
模
、
次
読
論
語
以
立
根
本
、
次
読
孟
子
以
観
発
越
、
次
読
中
庸
以
求
微
妙
。
以
書
体

　
則
論
孟
並
各
家
全
書
、
論
語
二
十
篇
、
孟
子
七
篇
、
体
例
一
類
、
宜
存
源
流
以
置
於
前
。
庸
学
原
係
戴
記
内
各
篇
、
中
庸
在
第
三
十
一
、

　
大
学
在
第
四
十
二
、
体
例
一
類
、
亦
宜
従
表
出
、
以
附
於
後
。
要
其
所
以
四
者
、
究
寛
原
本
於
道
統
。

と
あ
る
が
、
此
れ
は
一
斎
の
四
書
に
対
す
る
見
解
と
し
て
は
か
な
り
詳
し
い
も
の
で
あ
り
、
、
道
統
と
工
夫
と
書
体
と
三
方
面
か
ら
四
書
を

体
系
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
点
に
は
注
意
し
て
い
い
。
な
お
、
　
一
斎
が
八
十
歳
の
時
に
著
し
た
言
志
茎
録
（
幕
氷
四
年
）
の
九
章
に
は
、

　
　
四
書
編
次
、
有
自
然
之
妙
。
大
学
如
春
、
次
第
発
生
。
論
語
如
夏
、
万
物
繁
茂
。
孟
子
如
秋
、
実
功
著
於
外
。
中
庸
如
冬
。
生
気
蓄
於

　
内
。
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と
述
べ
て
い
る
が
、
此
の
大
学
・
論
語
・
、
孟
子
・
中
庸
の
順
序
は
朱
子
の
説
に
従
っ
て
お
り
、
ま
た
春
夏
秋
冬
の
展
開
と
孟
子
欄
外
書
の
註

の
工
夫
之
次
序
の
展
開
の
順
序
と
を
較
べ
て
見
る
と
興
味
深
い
も
の
が
有
る
。

　
孟
子
欄
外
書
で
は
右
の
註
を
挙
げ
て
置
く
に
と
ど
め
、
別
な
機
会
を
侯
っ
て
詳
し
く
論
ず
る
こ
と
に
し
て
、
次
に
伝
習
録
欄
外
書
に
就
い

て
述
べ
よ
う
と
思
う
。

⊥／、

　
傅
習
録
欄
外
書
（
上
中
下
三
冊
）
は
高
瀬
代
次
郎
氏
の
「
佐
藤
一
斎
と
其
門
人
」
に
拠
れ
ば
、
近
思
録
欄
外
書
（
上
中
工
二
冊
、
天
保
十
年
）

と
併
せ
て
愛
日
楼
読
本
欄
外
書
第
一
函
に
な
っ
て
い
る
由
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
明
治
三
十
年
五
月
刊
行
の
「
王
陽
明
伝
習
録
・
附
佐
藤
一

斎
欄
外
書
、
上
中
下
三
冊
」
（
南
部
保
城
編
輯
、
啓
新
書
院
）
に
拠
っ
て
広
く
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
も
啓
新
書
院
本
を
利
用

す
る
。

　
傳
習
録
欄
外
書
上
中
下
三
冊
の
区
分
は
、
内
容
的
に
は
、
傳
習
録
・
傅
習
後
録
・
傳
習
続
録
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
て
一
斎
が
底

本
と
し
た
傳
習
録
は
、
序
文
に
も
見
え
る
如
く
三
輪
執
斎
の
刻
本
で
あ
る
。
執
斎
の
刻
本
と
は
正
徳
二
年
壬
辰
九
月
に
成
っ
た
標
註
傳
習
録

上
中
下
三
冊
及
び
傳
習
附
録
一
冊
を
併
せ
た
四
冊
の
こ
と
で
あ
る
。
此
の
附
録
に
は
、
大
学
古
本
序
・
大
学
問
・
示
徐
日
仁
応
試
・
諭
俗
四

条
・
客
坐
私
祝
・
王
文
成
公
年
譜
節
略
・
新
刻
傳
習
録
成
告
王
先
生
文
（
執
斎
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
傅
習
録
欄
外
書
に
は
傳
習
録
本
文
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
此
れ
は
他
の
欄
外
書
と
異
な
っ
て
い
る
点
で
、
一
斎
が
本
文
を
収
録
し
た
と

認
め
得
る
根
拠
に
就
い
て
は
、
欄
外
書
末
尾
の
一
斎
の
文
を
参
照
す
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
執
斎
刻
本
の
傳
習
録
の
附
録
を
省
略
し
た
理
由
を

一
斎
が
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
傳
習
録
欄
外
書
の
底
本
が
執
斎
刻
本
で
あ
っ
た
為
に
、
執
斎
刻
本
の
上
巻
に
脱
落
し
て
い
る
「
持
志
如
心
痛
。
一
心
在
痛
上
、
山
豆
有
工
夫
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説
聞
話
、
管
聞
事
。
」
の
「
章
が
脱
落
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
此
の
章
の
脱
落
は
別
と
し
て
、
執
斎
刻
本
の
他
の
諸
本
も
一
斎

は
参
看
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
上
巻
の
「
愛
因
旧
説
泪
没
、
始
聞
先
生
之
教
。
云
々
」
に
就
い
て
、

　
　
執
斎
以
此
条
為
賊
、
低
書
一
格
。
然
検
諸
本
多
平
頭
。
但
明
儒
学
案
、
引
此
低
書
。

と
一
斎
が
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
。

　
傳
習
録
欄
外
書
の
註
は
、
他
の
欄
外
書
が
概
ね
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
先
人
の
註
を
多
く
引
用
し
て
い
る
。
又
、
傳
習
録
中
に
見
え
る
学

老
の
略
歴
を
掲
げ
て
い
る
。
従
っ
て
、
一
斎
自
身
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
註
は
少
い
の
で
あ
る
が
、
大
学
欄
外
書
な
ど
に
此
す
れ
ば
、
や
は

り
傳
習
録
欄
外
書
は
一
斎
の
陽
明
学
に
対
す
る
見
解
が
か
な
り
は
っ
き
り
窺
え
る
の
で
、
二
、
三
考
察
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

　
先
ず
傳
習
録
上
巻
の
「
夜
気
是
就
常
人
説
。
云
々
」
の
註
に

　
　
良
心
繭
動
処
是
夜
気
、
説
之
者
畢
寛
不
過
為
常
人
点
示
善
端
。
学
者
既
能
致
知
集
義
、
用
功
如
此
、
則
無
非
此
気
作
用
。
至
於
聖
人
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ロ

　
明
在
躬
、
気
志
如
神
、
那
（
不
）
消
従
夜
気
説
起
。

と
あ
る
。
王
陽
明
は
孟
子
の
夜
気
に
就
い
て
、
此
れ
は
常
人
の
場
合
の
こ
と
で
、
学
者
は
修
行
に
よ
っ
て
夜
気
と
同
じ
気
を
保
ち
得
る
と
し

て
い
る
。
一
斎
の
註
は
其
れ
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
此
れ
に
関
聯
す
る
下
巻
の
「
又
日
、
良
知
在
夜
気
発
的
。
云
々
」
の
註
に
は

　
　
良
知
在
夜
気
発
的
、
謂
良
知
在
夜
気
上
、
燗
然
現
出
。
　
（
下
略
）

と
あ
り
、
良
知
が
夜
気
の
上
に
あ
れ
ば
畑
然
と
現
れ
る
も
の
だ
と
説
明
し
て
い
る
。

　
孟
子
欄
外
書
の
告
子
上
の
牛
山
章
の
註
に
は

　
　
夜
気
是
略
語
。
謂
日
夜
之
所
息
、
平
旦
之
気
。

　
　
夜
気
不
存
処
、
即
良
心
不
存
処
。
謂
夜
気
不
足
以
存
良
心
、
即
支
離
。
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と
あ
る
が
、
傅
習
録
と
は
結
び
つ
け
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
次
に
、
誠
意
に
就
い
て
上
巻
「
守
衡
問
、
大
学
工
夫
只
是
誠
意
。
云
々
」
の
註
に

　
　
大
学
文
字
、
自
粗
入
精
。
誠
意
固
在
正
心
之
後
。
然
就
古
本
求
之
、
則
工
夫
之
要
、
専
在
誠
意
。
錐
平
治
斉
修
、
亦
皆
帰
於
誠
意
。
故

　
正
心
、
則
特
指
誠
意
中
、
体
当
心
体
処
耳
。
幾
亭
乃
駁
此
条
、
以
為
工
夫
顛
倒
。
恐
尚
未
免
旧
見
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

と
述
べ
て
い
る
。
此
れ
は
誠
意
の
中
に
心
の
本
体
を
体
得
す
る
の
が
正
心
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
、
陽
明
の
言
葉
を
解
説
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
更
に
上
巻
「
澄
、
問
学
庸
同
異
。
云
々
」
の
註
に
は

　
　
天
命
之
性
、
即
明
徳
也
。
率
性
修
道
、
即
明
徳
親
民
之
止
於
至
善
也
。
戒
慎
恐
催
、
即
格
致
正
修
也
。
天
地
位
、
万
物
育
、
即
治
国
平

　
天
下
也
。

と
、
中
庸
と
大
学
と
を
結
び
つ
け
て
説
明
し
て
い
る
が
、
上
巻
「
澄
、
嘗
問
象
山
在
人
情
事
変
上
、
云
々
」
の
註
で
は
、
郷
東
廓
の
、
大
学

は
格
致
を
先
に
し
中
庸
は
慎
独
を
始
め
に
掲
げ
て
い
る
の
は
何
か
、
と
い
う
問
に
答
え
た
王
陽
明
の

　
　
独
、
即
所
謂
良
知
也
。
慎
独
者
所
以
致
其
良
知
也
。
戒
慎
恐
催
、
所
以
慎
其
独
也
。
大
学
中
庸
之
旨
一
也
。

を
引
用
し
て
、
中
庸
と
大
学
と
の
聯
関
の
説
明
と
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
良
知
に
触
れ
て
い
る
註
を
幾
つ
か
拾
っ
て
見
よ
う
。
良
知
が
夜
気
の
上
に
在
っ
て
燗
然
と
し
て
現
出
す
る
旨
の
註
は
先
に
引
用

し
た
が
、
下
巻
「
朱
本
思
問
、
人
有
虚
霊
。
云
々
」
の
註
に

　
　
乾
元
之
精
、
葦
於
人
身
為
心
、
自
其
霊
虚
、
謂
之
良
知
。
故
良
知
章
篭
天
地
、
聯
絡
万
物
、
9
仁
老
以
天
地
万
物
為
一
体
、
以
此
。

と
あ
る
。
此
れ
は
一
斎
が
大
学
一
家
私
言
に
引
く
「
大
学
者
、
所
学
之
大
也
。
大
人
之
学
、
以
天
地
万
物
為
一
体
。
故
謂
之
大
学
。
」
（
徳
洪

の
大
学
問
に
見
え
る
王
陽
明
の
言
葉
に
基
づ
く
も
の
）
の
説
明
に
も
成
る
わ
け
で
、
注
目
す
べ
き
見
解
で
あ
る
。

’－
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下
巻
「
先
生
遊
南
鎮
。
云
々
」
の
註
に
は

　
　
良
知
、
即
元
気
之
精
霊
也
。
天
地
万
物
、
非
元
気
則
不
生
焉
。
若
草
木
之
有
生
気
、
山
豆
果
為
心
外
之
物
乎
。
云
々

と
な
っ
て
い
る
が
、
此
の
元
気
之
精
霊
も
乾
元
之
精
も
同
じ
も
の
を
指
し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

　
別
な
説
明
と
し
て
は
下
巻
「
先
生
日
、
蘇
秦
張
儀
之
智
、
云
々
」
の
註
に

　
　
良
知
、
是
本
然
之
知
。
私
智
、
是
形
気
之
知
。
…
…
讐
諸
日
光
、
日
光
直
照
、
鰍
然
明
白
、
此
其
本
体
也
。
日
光
先
到
水
、
水
受
之
以

　
倒
照
軒
窓
、
揺
動
聚
散
、
幻
光
不
定
。
此
失
本
体
也
。
故
良
知
本
体
、
如
直
照
之
日
光
。
云
々

と
あ
る
。
日
光
の
直
射
を
良
知
に
、
反
射
光
を
私
智
に
讐
え
て
、
良
知
が
本
然
の
知
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
お
り
、
先
述
の
良
知
の
説
明

と
は
別
な
角
度
か
ら
良
知
を
見
て
い
る
。

　
終
り
に
、
至
善
に
就
い
て
一
斎
の
註
を
見
る
と
、
先
に
引
用
し
た
が
、
「
天
命
之
性
、
即
明
徳
也
。
率
性
修
道
、
即
明
徳
親
民
之
止
於
至

善
也
。
云
々
」
と
い
う
註
が
有
る
。
此
れ
は
勿
論
、
王
陽
明
の
、
天
命
は
性
で
あ
り
、
性
に
順
う
の
が
道
で
あ
り
、
道
は
即
ち
良
知
で
あ
る

（
伝
習
録
下
巻
）
と
い
う
中
庸
に
基
づ
く
見
解
を
踏
ま
え
た
一
斎
の
註
で
あ
っ
た
が
、
も
っ
と
具
体
的
な
説
明
と
し
て
は
、
下
巻
「
問
、
古

人
論
性
、
云
々
」
の
註
が
有
る
。
即
ち

　
　
性
之
本
体
、
無
善
無
悪
老
、
指
形
而
上
而
言
。
至
於
善
悪
可
名
、
則
已
落
於
形
而
下
。
故
無
善
無
悪
者
、
即
所
謂
至
善
｝
而
与
物
無
対
、

　
是
其
本
体
也
。
云
々

と
い
う
註
で
あ
る
が
、
善
悪
の
判
断
以
前
に
性
の
本
体
で
あ
る
至
善
が
存
在
す
る
と
一
斎
は
見
て
い
る
。

　
更
に
下
巻
「
丁
亥
年
九
月
、
云
々
」
の
註
に
は

　
　
無
善
無
悪
、
是
心
之
体
、
謂
心
之
本
体
霊
昭
明
覚
。
無
善
悪
可
指
名
、
即
所
謂
至
善
者
也
。
…
…
知
善
知
悪
是
良
知
…
…
為
善
去
悪
是
格

　
物
、
謂
即
物
之
善
而
為
之
、
即
物
之
悪
而
去
之
、
便
亦
霊
昭
明
覚
者
所
為
也
。
云
々
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と
な
っ
て
い
る
。
此
の
註
で
は
、
善
悪
の
判
断
の
無
い
も
の
が
霊
昭
明
覚
な
る
心
の
本
体
で
、
つ
ま
り
至
善
で
あ
り
、
善
悪
を
判
断
す
る
も

の
が
良
知
で
あ
り
、
ま
た
善
を
為
し
悪
を
去
る
こ
と
が
格
物
で
、
そ
れ
は
霊
昭
明
覚
な
る
心
の
働
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
於
て
、

先
述
の
良
知
が
元
気
の
精
霊
で
あ
り
、
本
然
の
知
で
あ
る
こ
と
が
、
具
体
的
に
裏
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
傳
習
録
欄
外
書
に
於
け

る
一
斎
の
陽
明
学
把
握
の
内
容
を
検
討
し
た
。

七

　
文
政
六
年
に
成
っ
た
と
見
ら
れ
る
言
志
録
は
、
文
政
十
三
年
庚
寅
八
月
に
須
原
屋
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
伝
習
録
欄
外
書
の
成
っ
た
の

と
同
じ
年
で
あ
る
。
此
の
言
志
録
の
次
に
一
斎
が
著
し
た
随
想
録
が
「
言
志
後
録
」
で
あ
る
。

　
言
志
後
録
は
、
其
の
首
章
の
文
末
に
、
文
政
戊
子
重
陽
録
、
と
有
る
か
ら
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
九
月
九
日
に
起
筆
し
た
こ
と
に
な

る
。
そ
う
し
て
後
録
二
百
四
十
三
章
の
文
末
に
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
嘉
平
月
朔
録
と
あ
り
、
ま
た
後
録
の
次
の
随
想
録
・
言
志
晩
録
が
、

天
保
戊
戌
孟
諏
月
、
つ
ま
り
天
保
九
年
一
月
に
起
筆
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
後
録
は
天
保
八
年
十
二
月
中
に
成
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

　
後
録
に
於
て
も
言
志
録
と
同
じ
よ
う
に
、
一
斎
の
色
々
な
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
此
れ
を
一
括
し
て
論
ず
る
こ
と
は
難
し
い
が

後
録
の
一
つ
の
特
色
と
し
て
、
人
間
の
説
明
を
易
に
も
と
つ
い
て
し
て
い
る
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
こ
の
一
斎
の
見
解
は
天
保
四
年

春
王
月
中
溝
（
一
月
中
旬
）
に
成
っ
た
易
学
啓
蒙
欄
外
書
と
無
関
係
と
は
言
い
切
れ
ま
い
。
つ
ま
り
此
の
頃
、
　
一
斎
が
易
に
興
味
を
抱
い
て

い
た
と
い
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
天
保
三
年
、
一
斎
は
還
暦
を
迎
え
、
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
「
思
未
生
時
之
我
、
則
知
天
根
、
思
方
生
時
之
我
、
則
知
天
機
。
」
（
後
録
七

十
二
章
）
と
い
う
感
慨
を
持
っ
た
o

　
後
録
七
十
八
章
に
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天
始
気
而
地
造
物
。
天
変
而
地
化
也
。
是
知
、
造
化
二
字
語
地
功
。
不
独
人
然
地
、
而
万
物
皆
地
也
。
云
々

と
あ
っ
て
、
人
の
み
な
ら
ず
、
万
物
が
地
に
属
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
後
録
五
十
七
章
に
於
て
は
、
人
間
の
身
体
を
地
天
泰
罷
一
＝
（
乾
下
坤
上
）
で
説
い
て
い
る
。
即
ち
、
人
間
の
上
体
は
陽
、
下
体
は
陰
で
、

上
陽
が
下
体
に
、
下
陰
が
上
体
に
赴
く
形
（
上
虚
下
実
）
が
地
天
泰
で
あ
る
と
す
る
。
又
、
身
体
の
前
面
が
陽
、
後
背
が
陰
で
、
前
陽
が
後

背
に
、
後
陰
が
前
面
に
赴
く
形
（
前
虚
後
実
）
が
地
天
泰
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
又
、
五
十
八
章
に
は
人
間
の
身
体
の
前
面
を
陽
、
後
背
を
陰
と
し
、
更
に
各
々
を
三
部
分
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
陽
卦
と
陰
卦
と
で
説
明

し
て
い
る
。
そ
の
形
を
示
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

後
　
背

前
面

坤
闘
器

乾
≡

免
韻
昌

艮
圏
器

離
聾

巽
≡

玖
繭
閣
｝

震
開
鑑

　
更
に
百
三
十
二
章
に
は
、
震
と
巽
と
の
相
感
が
気
と
な
り
、

此
の
理
が
男
女
交
合
の
理
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
又
、
百
三
十
三
章
で
は
、
人
間
の
肉
体
は
水
と
火
と
が
凝
聚
し
て
で
き
た
も
の
で
、
そ
れ
故
に
人
間
は
水
火
が
無
く
て
は
生
活
し
得
ず
、

水
と
火
と
の
均
衡
が
破
れ
る
と
生
命
の
保
持
が
で
き
な
い
、
と
し
て
い
る
。
此
れ
は
陰
陽
五
行
説
に
基
づ
く
様
で
あ
る
。

　
以
上
は
言
志
録
の
場
合
と
は
又
異
な
っ
た
人
間
に
対
す
る
見
方
で
あ
る
が
、
こ
う
い
う
見
方
が
抽
き
出
さ
れ
て
来
る
根
抵
に
は
、
や
は
り

儒
教
の
合
理
的
な
解
釈
法
が
有
っ
た
と
見
て
良
い
と
思
う
。
そ
う
し
て
こ
う
い
う
解
釈
の
上
に
、
例
え
ば
二
十
七
章
の

　
　
物
有
栄
枯
、
人
有
死
生
。
即
生
生
之
易
也
。
須
知
、
躯
殻
是
地
、
性
命
是
天
。
天
地
未
曽
有
死
生
、
則
人
・
物
何
曽
有
死
生
。
死
生
栄
枯
、

　
只
是
一
気
之
消
息
盈
虚
。
知
此
則
通
乎
昼
夜
之
道
而
知
。

（
陰
卦
）
一
　
こ
の
陰
陽
が
入
れ
代
っ
て
前
見
・
後
艮
、
前
離
・
後
玖
・
前
巽
．
後
震

（
陽
卦
と
と
な
り
・
前
坤
゜
後
乾
の
形
に
な
る
と
地
天
泰
と
な
る
・

玖
と
離
と
の
交
り
が
精
と
な
り
、
艮
と
免
と
の
合
う
こ
と
が
形
体
と
な
り
、
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と
い
う
一
斎
の
死
生
観
が
有
る
。
昼
夜
の
道
に
就
い
て
は
、
伝
習
録
上
巻
「
薫
恵
問
死
生
之
道
。
云
々
」
の
章
に
、
王
陽
明
が
死
生
を
昼
夜

に
讐
え
、
「
此
心
梶
幌
明
明
、
天
理
無
一
息
間
断
、
才
是
能
知
昼
。
這
便
是
天
徳
。
便
是
通
乎
昼
夜
之
道
而
知
。
云
々
」
な
る
言
葉
を
述
べ

た
記
事
が
見
え
、
此
の
伝
習
録
の
記
事
と
無
関
係
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
王
陽
明
の
言
葉
は
易
の
繋
辞
上
伝
第
四
章
の
「
範
囲
天
地
之

化
而
不
過
、
曲
成
万
物
而
不
遺
、
通
乎
昼
夜
之
道
而
知
。
」
に
拠
つ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
或
は
直
接
易
か
ら
一
斎
が
引
い
た
の
か

も
知
れ
な
い
。
右
の
死
生
観
を
換
言
す
る
と
三
十
七
章
の
「
人
生
於
地
而
死
於
地
。
畢
菟
不
能
離
於
地
。
故
人
宜
執
地
徳
。
地
徳
敬
也
。
云

々
」
と
い
う
見
解
に
も
成
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
其
の
他
の
後
録
に
於
け
る
問
題
点
は
い
ず
れ
改
め
て
検
討
し
た
い
。

　
以
上
、
天
保
元
年
前
後
の
佐
藤
一
斎
の
著
述
を
年
月
順
に
追
っ
て
、
一
斎
の
大
学
や
伝
習
録
の
研
究
及
び
言
志
録
と
言
志
後
録
に
就
い
て

若
干
の
考
察
を
加
え
て
見
た
。
此
の
時
期
は
一
斎
の
陽
明
学
の
謂
わ
ば
円
熟
期
で
あ
っ
て
、
本
稿
に
扱
っ
た
一
斎
の
諸
著
に
も
陽
明
学
の
影

響
が
少
な
か
ら
ず
窺
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
此
の
時
期
を
通
り
越
し
て
陽
明
学
的
な
色
彩
が
失
わ
れ
て
行
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
其
れ
は
今

後
検
討
し
て
見
た
い
と
思
う
。

　
な
お
、
私
と
し
て
は
実
は
一
斎
の
周
辺
の
漢
学
界
の
動
向
に
就
い
て
も
書
い
て
見
た
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
の
身
辺
多
事
と
原
稿
毘

出
期
日
を
過
ぎ
た
と
い
う
理
由
か
ら
果
さ
な
か
っ
た
。
　
（
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
識
）

〔
附
記
〕

佐
藤
一
斎
の
年
譜
に
つ
い
て
は
、
漢
学
雑
誌
「
斯
文
」
第
四
十
二
号

譜
」
を
御
参
照
頂
き
た
い
と
思
う
、

（
昭
和
四
十
年
四
月
刊
行
予
定
）
所
収
の
拙
稿
「
佐
藤
一
斎
先
生
年
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